


















































き取り内容を録音した。調査対象先は表 1 に示した 10 機関である。本稿で
は、メルボルン市内（ビクトリア州）に拠点を持ち、移民女性を対象とした
支援を提供している、「女性の健康多文化センター（Multicultural Centre for 
Women's Health）」と「家庭内暴力撲滅のためのインタッチ多文化センター 
（inTouch Multicultural Centre against Family Violence）」の 2 つの非政府組織
（NGO）での聞き取り内容をもとに、考察を進める（表 1）。
表1　調査先一覧


































































































調査時点で常勤職員 14 名と、多言語を話すヘルス・エジュケーター（bilingual 






ることの 3 点を重視している。センターの活動方針は、以下の 5 点に要約す








































を多言語で運営している NGO である。職員数は 22 名で、そのうち 12 名が
家庭内暴力ケースマネージャー（family violence case manager）として勤務
している（2011 年度末時点）。オーストラリアでは、移民が多く暮らす地域を














ドメスティック・バイオレンス関連条項 （Family Violence Provision of 









4） 　各種提言 : 調査から得られた知見をもとに、政策提言をおこなう。
5）　移民女性のニーズに対応する支援への取組み、事例研究からの示唆。
ここまで、女性の健康多文化センターとインタッチセンターという、ヴィ








が 2010 年度に支援した女性の人数は、24 言語、延べ 876 名にのぼり、彼女
たちの文化的アイデンティティは 94 ヵ国と多岐にわたっている。多い順に、
ベトナム、インド、オーストラリア（オーストラリア人男性と結婚した元外





























額約 107 万 6 千オーストラリアドル（1 オーストラリアドル＝ 82.6 円（2012 年




































2 ） 設 立 当 初 の 名 称 は「 難 民 女 性 プ ロ グ ラ ム 」(Refuge Ethnic Women's 
Program) であり、その後、「移民女性のためのドメスティック・バイオレンス
サービス」(Immigrant Women's Domestic Violence Service) となり、組織変更
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